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研究成果の概要（和文）： 
 
 本研究は，「定量的評価における影響要因の研究と公平性向上のための統計モデルの開発」と
題して，評価をおこなう際に用いる統計モデルの研究・開発を中心におこなわれた．本研究の
成果として，評価をおこなう者の特性，評価を受けた対象の特性，評価に用いた項目の特性を
定量的な指標を用いて明らかにできるようになった．  
 
 
研究成果の概要（英文）： 
 

The research entitled “Research on the evaluation factors, and developments of the 
statistics modeling for the evaluation” was focused on developing statistical modeling. As 
conclusion, we developed the statistical models which enable to show the traits of 
evaluators, items, and subjects.  
 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2008 年度 820,000  246,000   1,066,000  

2009 年度 570,000  171,000  741,000  

年度    

年度    

  年度    

総 計 1,390,000  417,000  1,807,000  

 
研究分野：応用統計学・行動計量学 
科研費の分科・細目：統計科学 
キーワード：定量的評価，Vector model，評価の一貫性 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
わが国において定量的評価というものは，

様々な状況・対象に対して数多くおこなわれ
ている．例えば，業績審査，学力評価，事業
評価，面接評価，教育評価，大学入試におけ
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る小論文の評価など，幅広い分野で数多くの
例を挙げることができる．こういった定量的
評価がおこなわれる状況では，その指標を元
に重要な意思決定がなされる場合が多い．そ
のため，評価には「信頼性・公平性・透明性
の確保」が求められている． 

評価において，当然重要なのはいかに信頼
性・妥当性を高くして対象を評価するかとい
う点である．信頼性と妥当性という 2 つの側
面から評価を研究することは重要な意味を
持つ． 

また，人間が得点の付与という形で定量的
評価をおこなう以上，評価得点には「評価対
象の本質的な内容に対する得点」以外にも
「様々な要因による誤差」が含まれてしまう
ことがこれまでの研究によって明らかにさ
れている．例えば，評価対象の質よりも「誰
によって評価されたのか」という要因の方が
評価得点に大きな影響を与えるようなこと
があれば，その評価は公平な評価であるとい
うことはできないであろう． 

定量的評価は，判断の公平性・信頼性が求
められる現代社会において欠かすことので
きない手段・方法となっており，この研究の
社会的貢献は非常に大きいと考える．また
「入学試験における小論文の評価」のように，
人間が何かしらの対象に対して基準を設け，
評価・判断をおこなうということは日常にあ
ふれている．したがって，定量的評価データ
の特性を把握し，有用な統計モデルを提案す
ることは幅広い領域に対して有意義な情報
を与えると考えている． 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究では， 

 
1. 評価者・回答者の特性をどのようにして

詳細に記述するか 
2. どのような要因によって評価をおこな

う者の評価基準が定まるか 
3. 評価をおこなう者の個人内で評価基準

が変化することをどのように統計モデ
ルで記述するか 

4. 離散的な値を取ることが多い定量的評
価に対する信頼性をどのようにして高
めるか 

 
といった内容について検討することを目

的としておこなわれた．さらに，その過程に
おいて提案されたモデルについては，オープ
ンソフトウェアである「R」を用いてプログ
ラム化した上で公開することを目的とした．
特に，「評価をおこなう者の評定基準の変化」
といったことについては，判断の非一貫性と
いう枠組みで Thurstone (1927)以来，心理統

計学の分野では長らく扱われてきたが，妥当
性のある統計モデルは未だ提案されていな
い．多くの研究余地を残した分野だと考えら
れている． 
これらの研究成果は，入試試験や資格試験

においてなされる小論文試験に対して，効果
的な研究成果になると考えている．また，学
力の評価という意味でテストも定量的評価
の一部分をなしており，その社会的需要は大
きい． 
これらの一連の研究が進展することによ

り，現代社会に広がる定量的評価に対して信
頼性の向上という点で寄与することが期待
できると考えられた． 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究は「定量的評価における影響要因の

研究と公平性向上のための統計モデルの開
発」と題して，先述のように，評価する際の
要素となる評価者，評価項目，評価を受ける
対象の関係性とそれらの特性を明らかにす
ることによって，定量的評価の信頼性を高め
るというテーマでおこなわれた． 
具体的な研究観点として，以下の 2 点に沿

って本研究はおこなわれた． 
まず，1点目は定量的評価をおこなう者と

評価を受ける対象の関係性を記述するモデ
ルの構築・検討である． 
このテーマでは，評価をおこなう者と評価

を受ける対象の間に統計モデルを仮定し，そ
れらの特性をパラメタを用いて記述するこ
とによって，評価をおこなう者の特性と評価
を受ける対象の特性を明らかにすることを
試みた． 
具体的には，Vector Model と呼ばれる線形

モデルを元に統計モデルを発展させた．また，
そこから派生する研究課題として「評価の基
準は評価をおこなう一連の評価作業の間に
おいて一貫しているか」という点を取り上げ，
この点についても検討することを視野に入
れつつ研究をおこなった． 
次に，2点目は定量的評価においてとる値

が離散的となる場合において得られる情報
量を高めるような統計モデルの研究・開発で
ある．実データ上，3段階の評価や 5段階の
評価がおこなわれることが多いため，必要な
テーマと考えられた． 
このテーマについては，離散的な従属変数

となる評価得点の出現確率を特性値の関数
として表現することができる項目反応理論
を理論的に発展させることによって達成し
ようと試みた．具体的には，これまでの項目
反応理論として提案されているいくつかの
モデルを理論的な観点から整備・統合し，そ
の上で項目反応理論の枠組みに入る新たな



 

 

統計モデルを提案した． 
 
 
４．研究成果 
 
 本研究の成果として，主に以下の点が達成
された． 
まず，「定量的評価をおこなう者と評価さ

れる対象の特性を統計モデルによって記述
する」という点の成果として，Okubo, 
Nakamura, & Mayekawa (2009)が論文として
公刊された．この研究において，研究代表者
がこれまでの研究において得ていたアイデ
アを論文化し，その成果を周知した． 
この論文においては，評価される対象に対

して評価をおこなう者の数が多い場合に(例
えば，商品の選択データなどでは，購買者の
数が多いためそのような状況が起きる)， そ
の評価をおこなう者の特性を典型的なパタ
ンに分類し，評価をおこなう者の特性として
推定していたパラメタを大幅に縮減しつつ
も，評価をおこなう者の典型的なパタン＝観
点を記述するということを可能にした． 
この統計モデルによってどのような評価

基準の典型があるか，すなわち，どのような
要因がどのような評価をおこなう者に対し
て影響を与えているかという点について定
量的に，また統計モデルに基づいて分析する
ことができるようになった． 
さらに，研究成果として公刊されていない

が，「評価をする者の評価の基準がどのよう
に変化をするか」という点についても統計モ
デルとしてモデル化をおこなった．この研究
については引き続きおこなっていく予定で
ある． 
次に，離散的な値を取る場合の定量的評価

において，評価の際の信頼性を高めるという
視点からの研究成果として，Tokuda, Okubo, 
Ohde et al. (2008)，Okubo (2009)，Okubo, 
Hoshino, & Mayekawa (2009)，大久保・前川
(2009)が得られた．この視点からの研究は項
目反応理論を理論的な観点から整備し，新た
なモデルを提案するという点からおこなっ
た． 
まず，Tokuda, Okubo, Ohde et al. (2008)

において，受験者の評価に用いられるテスト
項目の信頼性を検討する際には，項目反応理
論の一モデルである名義カテゴリモデルを
用いるとその情報量が増えることを示し，実
際に既存の QOLテストの項目数を減らしつつ
も，十分な情報量を維持できることを論文と
して示した． 
そして，Okubo (2009)において，Tokuda, 

Okubo, Ohde et al. (2008)において用いた
分析モデルを用いるためのプログラムにつ
いて開発し，その成果を公開した．また，こ
のプログラムは離散的な値をとる従属変数

と独立変数となる主成分の間の関係性を記
述するモデルを複数扱えるようにし，評価得
点が離散的な値をとる場合の分析に用いる
ことができるようにした． 
さ ら に ， Okubo, Hoshino, & Mayekawa 

(2009)，大久保・前川(2009)においては，離
散的な評価と独立変数の関係が必ずしも単
調増加関数とならない場合があることを指
摘した上でその弊害を示し，問題点を解決す
るための統計モデルを新たに提案した．通常，
評価においては評価される対象の特性値が
高い場合には，高い評価得点を付与されるこ
とが期待されているが，これまでの統計モデ
ルでは必ずしもそのような制約を満たさな
いパラメタが得られることがあった．本研究
では，その点において数学的な制約を入れ，
実際に評価をおこない統計モデルを用いて
分析する際に，「評価される特性値が高い場
合と評価得点が下がってしまう」というよう
な妥当性に欠く分析結果が得られないよう
な統計モデルを提案した． 
これらの一連の研究は，「評価の信頼性向

上」という目的のもとに統計モデルの研究・
開発という視点からおこなった．またその観
点からの成果は上がったが，実際のデータを
用いた検証が十分とは言えない．したがって，
今後は実際のデータを分析することによっ
てより評価データの特性を明らかにしてい
く必要があると考えている． 
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